
令和 8年 1月号 

 

分
苑
長 

新
年
挨
拶 

フ
ェ
リ
ー
チ
ャ
ン
ノ
ヴ
ヤ
ー
ロ
ン 

皆
様
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

令
和
八
年
丙
午
の
元
旦
祭
に
、

ご
参
拝
の
皆
様
と
共
に
お
仕
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

昨
年
は
、
令
和
五
六
七
の
最
終

年
と
第
二
次
大
本
事
件
解
決
か
ら

八
十
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

佳
節
の
年
、
十
月
十
二
日
に
は

人
類
愛
善
会
創
立
百
周
年
を
記
念

し
て
、
綾
機
平
に
て
世
界
平
和
祈

願
「
綾
の
聖
地
エ
ル
サ
レ
ム
大
本

歌
祭
」
が
教
主
さ
ま
ご
臨
席
も
と

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

綾
部
太
鼓
の
演
奏
で
始
ま
り
、

ラ
・
チ
ェ
ー
ロ
に
よ
る
愛
善
歌
「
綾

の
聖
地
行
」
が
百
三
十
七
人
の
大

合
唱
団
に
よ
り
綾
機
平
一
帯
に
響

き
渡
り
ま
し
た
。
そ
し
て
本
宮
山

で
採
火
さ
れ
た
ご
神
火
が
夕
刻
の

式
場
に
灯
さ
れ
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

語
を
中
心
に
献
詠
歌
が
朗
詠
さ
れ

ま
し
た
。 

ま
た
、
十
月
十
九
日
に
は
、
教

主
さ
ま
が
お
香
良
洲
神
社
に
正
式

参
拝
さ
れ
ま
し
た
。 

十
一
月
二
十
二
日
に
は
誠
心
会

設
立
二
十
周
年
記
念
「
世
界
平
安

祈
願
祭
」
が
教
主
さ
ま
ご
臨
席
の

も
と
執
り
行
わ
れ
、
全
国
誠
心
会

会
員
が
祭
員
を
務
め
ま
し
た
。 

今
年
は
、
教
主
生
誕
祭
が
五
月

四
日
に
教
主
古
希
慶
祝
梅
松
祭
と

し
て
古
希
の
お
祝
い
と
教
主
さ
ま

の
足
跡
を
御
讃
え
し
、
愛
善
歌
奉

納
大
会
も
教
主
古
希
慶
祝
愛
善
歌

奉
納
大
会
と
し
て
執
行
さ
れ
ま
す
。

夜
間
の
イ
ベ
ン
ト
も
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。 

昨
年
の
宣
伝
使
承
認
と
昇
進
で

は
多
く
の
方
々
が
誕
生
さ
れ
ま
し

た
が
、
今
年
も
宣
伝
使
承
認
・
昇

進
の
申
請
書
が
本
部
よ
り
届
い
て

い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
を
推
薦

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

『
萬
有
の
み
霊
を
救
う
こ
の
杓
子 

心
の
ま
ま
に
世
び
と
す
く
え
よ
』 

宣
伝
使
を
拝
命
さ
れ
た
方
は
常

に
み
手
代
を
携
え
、
日
々
神
様
を

拝
み
ご
先
祖
さ
ま
を
敬
い
、
救
い

を
求
め
る
人
の
心
に
寄
り
添
い
、

ご
祈
願
、
み
手
代
お
取
次
ぎ
に
努

め
ま
し
ょ
う
。 

今
年
は
更
に
明
る
い
分
苑
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
必

要
な
各
講
習
会
も
追

加
で
計
画
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
と
い

う
諺
に
あ
や
か
り
皆
様
の
意
見
に 

傾
聴
し
て
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

通
達
事
項
の
後
に
年
少
さ
ん
達

へ
お
菓
子
を
配
布
い
た
し
ま
す
。 

本
日
の
ご
参
拝
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

コ
ー
ラ
ン
ダ
ン
コ
ン 

行
事
報
告 

●
月
始
祭 

十
二
月
六
日
（
土
） 

参
拝
者 

二
十
八
名 

 

斎
主 

 

石
原 

松
生 

 

祭
員 

 

山
田 

謙
三 

進
行 

 

加
藤
登
茂
栄 

●
月
次
祭 

 

十
二
月
二
十
一
日
（
日
） 

参
拝
者 

三
十
八
名 

 

斎
主 

 

近
藤 

哲
史 

祭
員 

 

妹
尾 

正
治 

 

祭
員 

 

堀 

健
太
郎 

祭
員 

 

仙
頭 

志
音 

裏
方 

 

畠
山 

 

茂 

典
礼
長 

日
比 

達
朗 

伶
人 

 

飯
田 

直
美 

伶
人 

 

岡
田 

幸
子 

伶
人 

 

長
谷
川
美
枝 

伶
人 

 

伊
藤
恵
美
子 

進
行 

 

伊
藤
久
仁
男 

月
次
祭
に
続
き
、
前
田
特
派
よ
り

香
良
洲
神
社
・
大
本
合
同
祭
典
の
報

告
を
受
け
た
。 

直
会
後
、機
関
長
会
議
が
開
催
さ

れ
、
令
和
八
年
度
の
教
団
方
針
・
愛

善
会
活
動
方
針
・
分
苑
予
算
つ
い
て

高
嶋
分
苑
長
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
葬
祭
に
つ
い
て
妹
尾
特
任

の
も
と
研
修
を
行
っ
た
。 

行
事
予
定 

一
月
十
八
日
（
日
） 

 

月
次
祭 

 

午
前
十
時
半
よ
り 

二
月
七
日
（
土
） 

月
始
祭 

 

午
後
一
時
半
よ
り 

お
知
ら
せ 

人
型
受
付
の
た
め
、
次
の
期
間
は

毎
日
、
日
直
を
行
い
ま
す
。 

一
月
二
十
八
日
（
水
）
よ
り 

二
月
二
日
（
月
）
ま
で 

（
十
時
か
ら
十
六
時
） 

な
お
、
三
日
は
受
付
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

忍
び
草 

城
北
分
所 

宣
伝
使 

高
村
誠
也 

毘
古 

享
年 

八
十
三
歳 

令
和
七
年
十
二
月
十
三
日 

帰
幽 

神
ノ
倉
分
所 

佐
藤
佳
子 

毘
女 

享
年 

七
十
八
歳 

令
和
七
年
十
二
月
二
十
四
日
帰
幽 

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す 

大本 

名古屋分苑 

分
苑
た
よ
り 

 
 な

ご
み 

 

ひ
の
え
う
ま 

み 

ろ 

く 

こ
と
わ
ざ 

け
い
ち
ょ
う 

お
た
た
え 
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誠
心
会
設
立
二
十
周
年
記
念 

世
界
平
安
祈
願
祭 

祭
員
奉
仕 

日
比 

達
朗 

昨
年
の
十
一
月
二
十
二
日
（
土
）
誠
心
会
設
立
二
十
周
年
記
念

と
し
て
、
世
界
平
安
祈
願
祭
が
天
恩
郷
、
万
祥
殿
で
執
り
行
わ
れ
、

地
方
機
関
の
誠
心
会
員
が
祭
典
係
、
司
会
な
ど
を
務
め
ま
し
た
。 

高
嶋
分
苑
長
よ
り
、
名
古
屋
分
苑
か
ら
祭
員
に
推
薦
す
る
と
言

わ
れ
、
最
初
は
全
国
か
ら
集
ま
る
誠
心
会
の
経
験
豊
富
な
方
々
の

中
に
入
り
、
祭
員
が
務
ま
る
の
か
不
安
で
し
た
が
、
本
部
で
祭
員

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
貴
重
な
経
験
な
の
で
、
思
い
切
っ
て

受
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

祭
典
の
前
日
、
今
曜
日
に
リ
ハ
ー
サ
ル
が
十
九
時
か
ら
予
定
さ

れ
て
い
て
、
平
日
な
の
で
仕
事
が
終
わ
り
次
第
、
亀
岡
へ
向
か
う

の
で
す
が
、
週
末
の
名
神
高
速
道
路
は
、
草
津
の
辺
り
か
ら
渋
滞

が
激
し
く
な
る
の
で
、
仕
事
が
長
引
か
な
け
れ
ば
良
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
幸
い
ス
ム
ー
ズ
に
終
わ
る
こ
と
が
出
来
て
、
天
恩
郷

に
は
渋
滞
に
合
わ
ず
に
十
七
時
ぐ
ら
い
着
き
、
リ
ハ
ー
サ
ル
に
遅

刻
し
て
他
の
方
々
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
な
く
、
一
安
心
で
し
た
。 

リ
ハ
ー
サ
ル
が
始
ま
る
前
に
、
服
装
は
作
務
衣
と
聞
い
て
い
た

の
で
、
着
替
え
よ
う
と
周
り
の
人
を
見
た
ら
青
袴
と
白
衣
に
着
替

え
て
い
る
の
で
、
祭
典
責
任
者
の
出
口
篁
先
生
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
万
祥
殿
拝
殿
は
リ
ハ
ー
サ
ル
で
も
本
番
同
様
で
す
と
言
わ
れ
、

本
部
で
用
意
し
て
あ
る
青
袴
と
白
衣
に
着
替
え
て
、
こ
こ
か
ら
緊

張
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

万
祥
殿
の
広
間
で
、
祭
典
の
流
れ
と
今
回
は
椅
子
式
祭
な
の
で

椅
子
で
の
座
り
方
と
立
ち
方
の
指
導
を
受
け
、
祭
員
入
殿
か
ら
リ

ハ
ー
サ
ル
の
始
ま
り
で
す
。 

自
分
は
今
回
の
祭
典
の
中
で
年
齢
が
一
番
若
く
、
役
割
は
椅
子

後
取
に
な
り
ま
し
た
。
や
は
り
万
祥
殿
は
拝
殿
・
広
間
の
大
き
さ

が
分
苑
よ
り
格
段
に
広
く
、
歩
く
の
も
前
の
祭
員
の
動
き
に
合
わ

せ
な
い
と
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
、
祭
典
が
ま
と
ま
ら
な
い
の
で
入
殿

か
ら
大
変
で
し
た
。 

万
祥
殿
の
献
撰
は
全
員
が
初
め
て
経
験
す
る
の
で
、
上
手
く
い

き
ま
せ
ん
。
位
置
を
確
認
し
て
二
回
献
撰
を
行
い
、
通
し
で
最
後

の
祭
員
退
殿
ま
で
行
っ
て
ヘ
ト
ヘ
ト
で
し
た
。
指
導
事
項
の
注
意

を
受
け
て
終
わ
り
と
思
っ
た
ら
、
も
う
一
度
、
祭
員
入
殿
か
ら
リ

ハ
ー
サ
ル
を
始
め
ま
す
と
言
わ
れ
、
え
っ
と
思
い
ま
し
た
が
、
や

は
り
こ
の
ま
ま
で
は
ダ
メ
な
の
で
当
然
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

二
回
目
は
一
回
目
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、
献
撰
も
詰
ま
ら
ず

出
来
て
、
一
通
り
祭
員
退
殿
ま
で
行
っ
て
リ
ハ
ー
サ
ル
は
終
わ
り
、

時
刻
は
二
十
一
時
を
回
っ
て
い
ま
し
た
。 

二
十
二
日
の
当
日
は
九
時
よ
り
浄
衣
を
着
て
最
後
の
リ
ハ
ー

サ
ル
で
す
。
自
分
は
椅
子
後
取
で
姿
勢
が
悪
い
と
参
拝
者
か
ら
一

番
目
立
つ
位
置
な
の
で
、
姿
勢
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
と
指
摘
を
受

け
て
最
後
の
リ
ハ
ー
サ
ル
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
個
人
練
習
で
椅
子
後
取
を
行
い
、
万
祥
殿
は
階
段
を

上
り
斎
主
の
拝
殿
な
の
で
、
足
の
運
び
を
入
念
に
確
認
し
て
本
番

を
迎
え
る
事
に
し
ま
し
た
。 

今
回
の
祭
典
は
教
主
さ
ま
が
最
前
列
で
参
拝
さ
れ
る
の
で
、
粗

相
の
な
い
よ
う
に
集
中
し
て
動
作
が
出
来
る
よ
う
、
入
殿
時
間
ま

で
大
変
に
緊
張
し
ま
し
た
。 

十
三
時
に
な
り
、
伶
人
入
殿
で
始
ま
り
祭
員
入
殿
で
す
。
外
の

廊
下
か
ら
広
間
に
入
り
、
さ
ら
に
緊
張
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

席
に
座
り
祓
式
行
事
の
次
に
献
撰
で
す
。
あ
ら
か
じ
め
難
し
い

の
は
大
根
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
特
に
注
意
を
し
て
献
撰
は
無
事

に
終
わ
り
、
椅
子
後
取
の
動
作
で
す
。 

個
人
練
習
で
は
上
手
く
出
来
て
い
た
の
で
す
が
、
本
番
は
階
段

を
上
り
、
斎
主
の
拝
殿
に
入
る
と
こ
ろ
で
御
簾
が
烏
帽
子
に
当
た

り
、
烏
帽
子
が
ズ
レ
た
感
覚
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
瞬
間
に
頭
の
中
が
真
っ
白

に
な
り
、
気
が
付
い
た
ら
階
段
を
下
り

て
歩
い
て
い
る
所
で
、
後
取
動
作
が
上

手
く
出
来
た
か
自
身
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
姿

勢
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
、
祭
員
退
殿
ま

で
集
中
を
切
ら
さ
ず
行
い
ま
し
た
。 

祭
典
が
終
わ
り
、
出
口
篁
先
生
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
御
簾
に

当
た
っ
た
事
は
あ
ま
り
気
に
な
ら
ず
、
後
取
動
作
も
出
来
て
い
て

祭
典
中
の
姿
勢
も
良
か
っ
た
と
言
わ
れ
、
安
心
は
し
ま
し
た
が
、

自
分
自
身
ま
だ
ま
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

今
回
の
祭
典
は
大
変
な
緊
張
の
中
で
も
集
中
力
を
も
っ
て
ご

奉
仕
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
リ
ハ
ー
サ
ル
の
大
切
さ

も
実
感
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
今
回
の
経
験
を
生
か
し
て
分
苑

の
祭
典
に
ご
奉
仕
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

科　　目 令和7年度予算 令和7年度見込 令和8年度予算 増　　減

玉　串　料 2,370,000 2,660,200 2,490,000 120,000

本部交付金 700,000 720,430 700,000 0

分苑維持献金 1,300,000 1,338,620 1,300,000 0

雑　収　入 10,000 14,843 10,000 0

合　　計 4,380,000 4,734,093 4,500,000 120,000

科　　目 令和7年度予算 令和7年度見込 令和8年度予算 増　　減

祭　務　費 1,030,000 788,667 880,000 ▲ 150,000

玉　串　費 350,000 381,000 350,000 0

教　化　費 480,000 447,497 480,000 0

総　務　費 1,430,000 1,195,663 1,480,000 50,000

維　持　費 760,000 908,334 980,000 220,000

厚　生　費 330,000 260,900 330,000 0

小　　計 4,380,000 3,982,061 4,500,000 120,000

当期余剰金 0 752,032 0

合　　計 4,380,000 4,734,093 4,500,000 120,000

昨年12月6日の総代会にて次のように予算が承認されました。

収　　入　　の　　部

支　　出　　の　　部

自　令和8年01月01日

令和8年度　収支予算書

令和7年12月6日至　令和8年12月31日

　　宗教法人　大本名古屋分苑


